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１ 学校の危機管理 

 １ 安全教育の４領域 

  （１）事故防止・・・授業・実習・課外活動時の事故、登下校時の交通事故 

  （２）防  犯・・・不審者侵入 

  （３）防  災・・・火災・地震・台風等の自然災害、弾道ミサイル発射等の新たなる災害 

   （４）防  疫・・・食中毒を含む感染症、動物の感染症 

 

 ２ 危機管理を進める上での基本的な考え方 

  （１）何をさておいても生命尊重を第一義として進める。 

  （２）保護者等、関係者の心情を配慮し、対応は誠意と責任をもって当たる。 

  （３）第一義の機能を果たしたあとは、発生した場所、時刻、原因等の状況を的確に把握し、二度と

発生しないための対応策を検討する。（緊急職員会議や関係機関との協議）なお、原因を調査し、そ

の内容をまとめ、外部等に連絡、広報していく際は、真実をしっかり追求し、虚偽になったり、真相を

包み隠すこと等が絶対にないようにしなければならない。 

  （４）生徒の取り扱いには配慮し（決して犯人扱いしない）、あくまでも成長の一過程としてとらえ、更 

   生に向けての支援・援助をしていくようにする。 

  （５）報道機関等への対応については、校長（教頭）が窓口となり、一本化を図る。 

  （６）事前対策として、定期的な研修や訓練を行う。(防災訓練・防火訓練・生徒の安全確保と学校

の安全管理に関する講演等）以上の観点を踏まえた上で、以後に示す手順に沿って対応を進めて

いく。なお、これは重大な事態を想定したものであることから、状況によっては簡略化することができ

る。また、危機管理マニュアルについては、毎年度当初に見直しを実施する。  

 

 

報道機関への対応における留意事項 

①校外への窓口は校長（教頭）とし、一本化して当たる。 

②事件当事者の氏名等については、プライバシ－保護の観点から、公表に関しては事前に十分検 

討する。 

③事件までの経緯、学校がとった措置等については、予測や憶測では語らず、事実関係によって 

話す。（事件の経緯メモ、対応措置メモ） 

④既に発生している事実に対しては、冷静に受け止め、責任逃れをするような発言は絶対に慎む 

とともに、最高責任者である校長が学校としての責任をもって話す。 

⑤現段階で、はっきりしていない事項については、『事実関係について調べているところである』こ 

とを伝え、『多分、何々のはず・・・』といった風の言及は絶対に避ける。  

⑥会見の場合は、各社別々の設定とはせず、運営委員会・職員会議等を開催するなどして一本化 

を図り、会見時刻と時間を設定して臨むようにする。 

⑦職員や生徒の批判に当たる言動や差別用語等には十分配慮して話す。  
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２ 事故防止 

 １ 事故発生時の体制 

 

   校  内 連 絡 網       

 

校長 
 

 

 

教育委員会 

職員室 

教頭・担任 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

          
救急車要請 

  
保護者 

 

 
発見者 

                     

 

 

                    

 

  

 

 

   

 
養 護 教 諭 

保健体育部職員 

 
医療機関 

 

 

 

 

 

 

   

   

注）必要時 

 

  （１）救急車（１１９番）・・学年、組、氏名、性別、傷病の概略、校内への侵入経路と場所   

   （２）病  院 ・・・学年、組、氏名、性別、傷病の概略、すぐ診てもらえるか。 

 

 整形外科  → 山口整形外科医院（２２－３１５７） 

 内科循環器科→ 坂田病院（２２－３４２６） 

 眼    科  → 蟻塚眼科（２３－２３１６） 

 耳鼻咽喉科 → 高鍋耳鼻咽喉科クリニック（３２－８７３３） 

 歯    科  → 関歯科医院 （２２－１５９７） 

  西都児湯医療センター  →（４２－１１１３） 

 海老原総合病院 → （２３－１１１１） 

 

  （３）タクシ－・・・生徒の事故で、すぐ来れるかどうか、侵入経路、場所  

 

 宮交タクシ－     （２３－００２６） 

 MR交通        （２３－３９３９） 

 日の丸タクシーﾀｸ （２２－１０１０） 

    

    

    

 

 （４）保護者・・・・ 何時、何をしていて、怪我の状況(本人の意識の有無:伝えたほうが安心する場合) 、 

搬送先病院名（救急車搬送で病院名が分からないときはその旨) 

保険証持参等 

 

  （５）関係機関・県教育委員会（人権同和教育課［TEL 0985-26-7238 FAX 0985-32-4476］） 
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 ２ 学校内における生徒の事故 （授業、実習や課外活動における事故・病気・けが等） 

 連絡の方法 

事故発生  

 

 

 

 対応者 

   

救命措置 発見者 
 現場にいる者が、まず救急措置を行い、応援を求める  

組織編成 
 

応援職員 
 

 
教頭に連絡、校長、養護教諭、保健主事、生指部、事務、その

他必要に応じ連絡する 

 

 
   

応急措置 

 
養護教諭 

保健主事 

 
応急処置 

 

 

 

 

対応連絡 
 

救急車（学校名、通報者の氏名、学年、性別、傷病概要）  

      （侵入経路、その他救急隊の質問に答える） 

保護者（事故の状況、傷病程度、搬送先、病院名） 

     ＊保護者に大きなショックを与えないように 

 

 

 

 

 

 

 

教 頭 
  

 

 
学級担任 

 

 

病院搬送 
     

養護教諭・担任・副担任 
 病院搬送  

状況調査 
      

 

 
担任は生徒に付き添う 

氏名・学年・性別・発生場所・状況 

発生時刻と経過時刻・原因・傷病状況 

 
教頭・養護教諭・担任 

   

   

 

その後の状況報告 

 

付き添い者  病院到着後の報告を学校に入れる  

    

 
校長（教頭） 

関係機関への連絡 
 

 

 県教育委員会 

警 察 

家 庭 

その他 

 

  校長（教頭・生指指導主事） 

    校長（教頭・担任） 

  教 頭 

 

〈留意事項〉 

  （１）保護者への連絡は、相手を動揺させることのないように、落ち着いて話す。  

  （２）加害者がある場合は、病院から被害者の傷病状況の連絡を受けた後、加害者の保護者に対し

ても状況説明の連絡を取る。 

  （３）搬送は原則として、救急車かタクシーを利用する。  

  （４）生命に関わる事故等の場合は、管理職、学級担任（クラブ顧問）、養護教諭が付きそう。  

  （５）報道関係者・部外者等の対応は校長（教頭）が行う。 

  （６）送迎用バスに限らず、学校において校外学習や部活動等で生徒が自動車へ乗降する際、点呼

等の方法により生徒の所在を確認する。 
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 ３ 学校外における生徒の事故 （通学時の事故・家庭での事故） 

 

事故発生の連絡受報 
 ①被害生徒の・学年・学級・氏名・性別 

 発生場所・発生時刻・負傷の状況・対応の状況 

 搬送先病院 

②加害者の・氏名・年齢・性別・連絡先・住所 

③通報者の・氏名・年齢・性別・電話番号 

                         などを聞き、記録しておく 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

組 織 編 成 
 ①情報を受けた職員は、教頭に連絡し 

②教頭は、関係職員で組織を編成する 

 ・病院に行く者を決める 

 ・事情聴取する者を決める 

 
受 報 者 

 

 

 

    

 

 

  

現 状 確 認 
 

①担任は搬送先に出向き見舞う 

②現状を把握する 

③事故現場の確認と状況の収集等を行う 

 
学 級 担 任 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
生徒指導主事  

 

 
  

校長への報告 
 

①緊急を要する場合、できるだけ早く 

  校長に報告する 

②電話連絡後、全体が把握できた時点で 

「事故報告書（生徒事故）」を提出 

学 級 担 任 
 

 

 

 

 

 

 

  
生徒指導主事  

 

 

 

 

 

保護者への報告 
 ①報告内容を整理した上で、職員２人 

 以上の同席のもと報告する 

②通常は担任と生指部長で行うが、事故 

  の状況によっては、校長・教頭が行う 

 
学 級 担 任 

生徒指導主事 

 

 

 

 

  

  

 

県教委への報告 
 

①所定の書式に従って報告する 

②簡略の連絡の場合もある 

 
校長（教頭） 

  

  

〈留意事項〉 

   送迎用バスに限らず、学校において校外学習や部活動等で生徒が自動車へ乗降する際、点呼等 

  の方法により生徒の所在を確認する。 
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４ 学校内・外における職員の事故 （生徒の場合に準じて対応する） 

 

事 故 発 生 
 

傷病 ・死亡 ・交通事故  等 
 

    

 

学校への連絡 
 本人あるいは事故を知った職員が 

 連絡をする。 

 「誰が」「いつ」「どこで」「どうした」 

高鍋農業高校  ０９８３－２３－０００２ 

 ・当事者 

・確認職員  

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

指 導 助 言 
 

今後の対応について、判断助言 
 

校 長 
（教頭・事務長） 

 

 

 

    

  

現 状 把 握 
 

学校として現状を把握して、対処策を考える 

 校 長 

教 頭 

事務長 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

対  処 

 
対処策を考えて、学校として対処する 校 長 

教 頭 

事務長 

関係職員 

 

 

 

 
 

   

 

  

事 故 処 理 

報       告 

 
事後処理と、県教育委員会や関係者に対し  

て、報告を行う 

 
校 長 

（教頭・事務長） 

 

 

 

 

 

 

 

〈留意事項〉 

  （１）事故を知ったら、まず校長（教頭・事務長）に連絡をする。 

 

  （２）相手（被害者・加害者）がいる場合には、氏名・年齢・仕事・住所・電話を確認しておく。  

 

  （３）相手が被害者の場合は、校長が病院へ出向き見舞い、状況を判断する。  

 

  （４）立ち会った職員は、「加害者」や「被害者」の特定や、「善悪の度合い」などについては、  

    一切触れないこと。 

 

  （５）全職員に知らせるべき事項の時は、あんしん安全メールで連絡を行う。 
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３ 防  犯 （学校への不審者侵入に対する危機管理体制） 

 １  不審者侵入防止のための３段階のチェック体制 

段 階 具体的な対策 

校門 
校門の利用箇所や利用時間の指定 

来訪者向けの案内掲示 

校門から校舎の入口まで 
来訪者の受付への案内・誘導  

通行場所の指定 

校舎の 

入口 

入口や受付の明示 

来校者による来校者控えへの記載 

ネームタグの着用 

 

２ 基本的な考え方 

  （１）不審者に対する危機管理 

   ①不審者侵入を未然に防ぐための危機管理   

   ②事件発生直後の危機管理 

   ③侵入者退去後・逮捕後の危機管理 

 

  （２）学校への不審者侵入に対する危機管理体制 

   ①来校者名簿の記入による来校者チェックと不審者の早期発見 

   ②学校内における迅速・的確な連携・対処 

   ③学校と家庭、地域及び関係機関・団体との有機的・協力的な関係  

 

 ３ 学校への不審者侵入に対する危機管理体制に関わる学校の役割 

  （１）学校の役割 

   ①生徒、教職員等の安全確保     

   ②学校施設設備・通学路の点検・事後処置 

   ③安全教育（防犯教育）の推進     

   ④不審者への対応方法等の検討 

   ⑤教職員、生徒、保護者等への危機管理意識の啓発 

   ⑥学校安全及び不審者に関する情報の整理・管理 

 

  （２）教職員の役割 

   ①全体指揮     

   ②不審者への対応  

   ③避難誘導・安全確保  

   ④応急手当・医療機関との連絡    

   ⑤安否確認  

   ⑥保護者への連絡 

   ⑦外部との対応   

   ⑧電話対応・記録 

 

 

 

 



 - 9 - 

４  不審者侵入への対応 

                   関係者以外の学校への立ち入り 

                          ↓ 

〈チェック１〉  不審者かどうか 

                                 

         正当な理由なし ←   → 正当な理由あり 

                 ↓                      ↓ 

 

【対応１】 退去を求める ← 教頭に連絡  事務室に案内する 

 

退去した  退去しない 

 

再び侵入した  

〈チェック２〉  

  危害を加えるおそれはないか 

 

 

ない  ある 

                               ↓ 

【対応２】   隔離・通報する（組織的対応１） 

再び退去を求める  （１）教職員へ緊急連絡（ミライム、あんしんメール）ﾞ 

（２）１１０番通報ＴＥＬ ２２－０１１０（高鍋警察署） 

（３）暴力行為抑止と退去の説得 

（４）別室（小会議室）に案内し隔離 

（５）教育委員会へ緊急通報・支援要請 

      ＴＥＬ ０９８５－２６－７２３８ 

  

 隔離できない  

 

【対応３】    生徒の安全を守る（組織的対応２） 

（１）暴力の抑止と被害拡大の防止 

（２）移動阻止 

（３）全校への周知と生徒の掌握 

（４）避難誘導 

（５）教職員の役割分担と連携 

（６）警察による保護・逮捕 

 

  〈チェック３〉  負傷者はいるか 

 

いる 

 

【対応４】 （１）救急車に連絡をする（１１９番） 

（２）救急車が到着するまで応急手当を施す 

       ① 被害者の身体的けがに対する手当 

       ② 被害者の心のケア着手 

＊侵入者の写真やビデオもしくは言動を録音する場合は、「管理権に基づき撮影・録音します」と宣言す

れば、相手の了解はいらない。 
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４ 防  災 

 １ 地震・火災被害 

地 震 発 生 

 

教科担任  
生徒は窓際から離れ、身の安全を確保するように 

指示し、教師は出口の確保を図った後、情報を待つ 

 

 

 

 

     

 

火災発生 

 

第 一 発 見 者  
校長、教頭へ発生場所を通報 

 

  

    

避 難 通 告 
 揺れが収まり 

  ①避難可能な状況であることを確認 

  ②避難を放送で通告する 

・消防署への通報（１１９）・非常ベルを押す 

 

非常通報班 

事 務 

  

関係機関へ通報 
 

    

         【放送】 

 ①只今 ○○棟 ○○階の火災報知器が作動しています。 

  火災かどうか確認を行っています。 

  そのまま待機していてください。 

 ②只今○○棟○○階の○○室より火災が発生しました。 

  火災場所をさけ、速やかに運動場へ避難しなさい・・・（繰り返す）  

 

避 難 誘 導 
  

教科担任 
 訓練時の道順に従い、運動場へ避難させる  

       

 

避難後 人名確認 
 ①避難している生徒を確認する  

②本部へ届ける 

③取り残された生徒がいることを確認した場合  

 早めに消防署員へ届ける 

 
学級担任 

  

   

 

本部にて人数確認 

 
本部隊長:校長 

（教頭・事務長・教務主

任・生徒指導主事） 

 最終結果を、本部は消防署員へ届ける  

 

  

               

鎮火後の処置 
 

安全が確認され、可能であれば、自衛消防組織を始動する 

初期消火班・搬出班 ・警備班・避難救護班・予備班          
 

   

 

関係機関への報告  

 
①教育委員会へ所定の書式で報告 

②必要に応じて、関係機関へ報告 

 

 
 校 長 

（教頭）  
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 ２ 風水害 

風水害発生の恐れ 

   

 

 

 

夜・休日祭日等の勤務時間外 
 
校長・教頭・事務長・教務主任・農場長・生徒指導主

事・舎監長で検討 
 

 
 

   

生徒在校の場合  

 

 

休業の場合はあんしん安全メールで緊急連絡をする 

   

対 応 協 議 
 
テレビ・インターネット等の報道機関 

 気象台、ＪＲ、宮交からの情報を基に協議する 

 児湯管内の高校とも連係を図る 

 
企画委員会 

 

 

 

    

 

 
 

休 業 決 定 
 

企画委員会の協議を参考に、決定する 
 

校長（教頭） 
 

 

 

 
    

 ミライム、あんしん安全メールによって職員に連絡 

生徒には、担任が連絡をする 

明倫寮・家庭とも充分連携を図る 

下校中ケガをしないように十分注意をする 

校 内 連 絡 
  

教 頭 

担 任 
 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

教育委員会への報告 
 

所定の用紙に記入し、報告する 
 

教 頭  

 

 

 

 

〈備 考〉 

  （１）登校か休業かを判断する場合は、人命安全を第一に考え協議する。  

  （２）平日の場合寮生は、原則「寮待機」とする。 

  （３）教職員の勤務については、風水害で学校を休業する場合も、原則として出勤になるが、公共交

通機関で通勤している場合、その利用機関が止まったときは、その旨を教頭に連絡すること。ま

た、事務に届け出ている通勤経路が通行不能になった場合も同様に扱う。  

  （４）建物等が被害にあったときは、写真を撮るなどの記録を残しておくこと。  
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3  弾道ミサイルの発射 

  

（１）危機発生時の対応 

    ①対応措置 

     ア 共通事項 

      J アラートにより緊急避難情報が発信された場合は、職員及び生徒は警報内容を確認し、以下

の行動をとる。 

       a 近くの建物の中に避難する。 

       b 近くに適当な建物などがない場合は、物陰に身を隠すか地面に伏せ、頭部を守る 

       c できるだけ窓から離れ、できれば窓のない部屋に移動する。 

       d J アラートが解除になるまで、a～c の行動を継続する。 

     イ 状況に応じた対応  

 

あ 登下校中 

 

生徒の状態 

警報内容 

ミサイル発射 

ミサイルが通過又は

日本の領海外の海

域に落下 

ミサイルが日本の領

土・領海に落下 

避難開始 避難解除 避難継続 

登

校

下

校

中 

登校前 

職員・生徒はa～cの

行動をとる。 

校長は、休校や始業

時間の繰り下げなど

を行う場合、あんし

ん安全メール等で職

員 ・生徒に周知す

る。 

職員・生徒は、国・県

・市町村の指示に従

う。 

徒歩、自転

車により登

校下校する

場合 

生徒は共通事項 a～

c の行動をとる。 

生徒は周囲の状況

を確認し、登下校を

再開する。 

職員・生徒は、国・県

・市町村の指示に従

う。指示がない場合

は自宅・寮又は学校

のいずれか近い方に

避難する。 

公共交通機

関により登

下校する場

合 

生徒は汽車・バス等

の運転手の指示に

従う。 

生徒は汽車・バス等

の運転手の指示に

従う。 

職員・生徒は、国・県

・市町村の指示に従

う。指示がない場合

は自宅・寮又は学校

のいずれか近い方に

避難する。 
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い 登下校中 

 

生徒の状態 

警報内容 

ミサイル発射 

 

ミサイルが通過又は

日本の領海外の海

域に落下 

ミサイルが日本の領

土・領海に落下 

避難開始 避難解除 避難継続 

登

校

後 

校舎内 

職員は ac の行動を

とるように生徒を誘

導する。 

職員は生徒に対し、

避難を終了し授業を

再開することを周知

する。 

職員は、生徒に対し

不審物を発見した場

合は、近寄らず、すみ

やかに連絡するよう

に周知する。 

職員 ・生徒は国や

県、市町村からの指

示に従い行動する。 

 

屋内にいる場合、職

員は自治体等から

の指示があるまで、

より安全な場所に避

難するよう生徒を誘

導する。 

 

屋外にいる場合、職

員は自治体などから

指示があるまで、屋

内に避難するように

生徒を誘導する。 

校舎外 

農場・牧場 

職員は a～c の行動

をとるように生徒を

誘導する。 

農場・牧場

へ移動中 

 

  ② 関係機関との連携 

    ア 関係部局、警察、消防との連携を図るとともに救急体制の整備を図る 

    イ 関係機関への連絡は、電子メール、電話・ファックス等を活用して行う。 

  ③ 情報収集と一元化 

    ア 情報の伝達と、指揮系統の確認を行う。 

    イ 報道機関とも連携を図る。より正確な情報の把握に努める・ 

  ④ 教育委員会、保護者等への連絡報告 

    ア 教育委員会へは、電子メール、電話、ファックス等可能な連絡体制を速やかに確保する。 

    イ 保護者への連絡は、あんしん安全メール、電話等可能な連絡体制を速やかに確保する。 

    ウ 生徒の保護者への引き渡しは、自治体等の避難指示が継続している間は、原則行わない。 

    エ 避難指示解除後は、生徒引き渡し緊急連絡カードを活用し、確実な確認を行う。 

       引き渡す生徒は、当該保護者の子に限るものとし、家族と連絡が取れない場合は避難所の待機

を続ける。 

  ⑤ 被害状況の把握 

    ア 生徒の被害及び、学校施設・設備等財産上の被害の有無を確認する。 

 （２）危機終息後の対応 

  ① 生徒に対し、不審な者を発見した場合、近寄らず、直ちに職員に連絡するよう周知する。 

  ② 授業の早期再開を目指し、復旧及び支援等の対応策を検討し実行する。 

  ③ 必要に応じて、スクールカウンセラーとの連携を図り、生徒のケアを行う。 
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4 防災組織 （数字は校内電話番号） 

 

  （１）緊急時連絡網 

発見者 

 

  教頭    ２０  校長   １０ 

  

 大職員室 ２１・２５    事務室  １１・１２・１４ 

 

校 内 緊 急 連 絡 網  校内電話番号一覧参照 

教頭(下東)、青屋 メ ー ル 配 信  

（２）自衛消防組織 

  本  部   隊長 ：学校長       

          副隊長：教頭、事務長、内田、山内 

                               

                               

       

 非常通報班 班 長：定（消防署） 

                  副班長：古川晃（ 〃 ）  指 揮 班 班 長：徳増     副班長：上村 

                   係   ：内田（校内放送） 

                         中山（  〃  ） 

      進行係：池田、岡田伸                 

        

             

初期消火班 

班 長：藤岡 

副班長：矢田 

  深田・金丸悠    

 搬 出 班 

班  長：金丸素 

副班長：水筑 

  濵砂・藤本 

 警 備 班 

班 長：戸髙 

副班長：岩瀬 

伊藤・馬場 

 避難救護班 

班  長：山下 

副班長：古川ゆ 

萬條・清水 

 予 備 班 

班 長：友草 

副班長：長友 

       滝井 

    

３Ｃ 生徒  ３Ｈ 生徒  ３Ｚ 生徒  ３Ｆ 生徒  生徒クラブ役員 

［生徒掌握者］  （各クラス担任・副担任 総括責任者：学年主任、避難誘導・点呼など） 

  （３）職員参集・配置基準 

   ①地震対策 

       ア県内で震度６弱以上の地震が発生した場合、出来る限り全職員が出勤して配置につく。  

       イ県内で震度５弱～震度５強の地震が発生した場合、校長、教頭、事務長は出勤し配置につく。  

   ②津波・風水害対策 

       ア津波予報区「宮崎県」に大津波警報が発令された場合→校長の判断による。  

       イ大雨警報または洪水警報発令時で、災害対策本部が設置された場合→校長の判断による。  

  （４）各班の役割 

   ①本   部：本部は指揮台付近に置き、学校長が総責任者となる。 

   ②指 揮 班：人命の安全確保を第一に考え、全体の行動を指揮し、全体の掌握にあたる。 

   ③通 報 班：発見者から通報を受けた教頭が学校長に連絡をし、指示をあおいだ後、教頭が通報

班に指示を出し、通報班は避難の旨の校内放送を流し、同時に１１９番通報をする。 

   ④初期消火班：生徒に危険がない時のみ、水バケツや消火器、消火栓等を利用し初期消火にあたる。 

   ⑤搬 出 班：危険がない時のみ、非常持出し書類及び物品の安全な場所への搬出と管理を行う。 

   ⑥警 備 班：人命に危険が及ばないように観察指示するとともに、搬出物の管理を行う。また、校外

者の侵入防止とともに、延焼の警戒に努める。 

   ⑦避難救護班：安全の確保、要救護者の救援および怪我等の初期措置にあたる。 

   ⑧予 備 班：指揮班の指示により行動し、必要部門に対して、臨機応変に対処する。 
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  （５）避難経路 

 

 ３Ｈ 

 

３Ｚ ３Ｃ ３Ｆ 

 

 

 

 

       

 

 

 

 
       

 

 

 

 

 

 

 ２Ｈ ２Ｚ        ２Ｃ ２Ｆ  生指部室 パソコン室 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

体 

育 

館 

 

  

 １Ｈ １Ｚ  

 

 

 
１Ｆ  書道室 選択教室 

      

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県 

 

 

 

 

道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                         

 

 

 

 

 

 

武 

道 

場 

 国旗掲揚台  

 

                                             運動場南東通用門   

   

                         晴天時避難経路 

※ 一次避難場所：グラウンド  二次避難場所：明倫寮、舞鶴公園 

 《集合および集合隊形》 

 

  運動場に全校集会の隊形（各クラス２列）で集合する。  

 

１年生 

 

 

 Ｈ Ｚ Ｃ Ｆ 

 

 

 

 

２年生 

 

 

 Ｈ Ｚ Ｃ Ｆ 

 

 

 

 

３年生 

 

 

 Ｈ Ｚ Ｃ Ｆ 

 

国旗掲揚台 

 《人員確認》 

   避難を終えたら担任は、直ちに人員確認と傷害の有無を確認し、教頭へ報告する。  
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    避難確認欄     ※職員名・生徒数は未定              

 

１年 

学 級 １Ｈ １Ｚ １Ｃ １Ｆ 
正担任 成合 宮田 野口こ 谷本 
副担任 中原・児玉 徳増・一木 矢田・上村 鍋島・横山輝 
生徒数 １０ ２５ ３０ ２２ 
確 認 

    

 

２年 

学 級 ２Ｈ ２Ｚ ２Ｃ ２Ｆ 
正担任 竹本 野口和 岡田翔 佐藤泰 
副担任 中村栄 岩瀬 吉岡 田爪 
生徒数 １２ １３ ２５ ２３ 
確 認 

    

 

３年 

学 級 ３Ｈ ３Ｚ ３Ｃ ３Ｆ 
正担任 森川 佐藤健 川越 後藤 
副担任 池田 佐藤登 弓削 甲斐 
生徒数 １５ １８ ２４ １４ 
確 認 
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事故報告書 

 

事故者名  年 組 性別  担任  保護者名  

電話番号  保護者との連絡状況  

 

相手方名  年齢  性別 電話番号  

住 所  

 

発 生 日 時 平成   年   月   日（   ）   時  分 

発 生 場 所  

症   状  

現況と発生 

の状況等 

 

搬 送 手 段  到着時刻     時    分 

搬送先病院名(電話) （TEL） 

病院での様態 

 

その他･特記事項 
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生徒引き渡し緊急連絡カード 

 

生 徒 名 
 学 年 

学 科
 

年      科  （   ）番 

住   所 

 

 

                                ☎（                 ） 

保護者氏名 
 

生徒との関係 
 

本校に在籍する 

兄弟姉妹 
（ 有  ・  無 ） 

  年    科  番 

氏名 

（            ） 

 年    科  番 

氏名 

（             ） 

緊急時の連絡先① 

 

☎（              ） 携 帯 電 話

（               ） 

メールアドレス（                          ） 

緊急時の連絡先② 

 

☎（              ） 携 帯 電 話

（               ） 

メールアドレス（                          ） 

引き取り者名  

 
本人との関係  

 

避 難 場 所  

 

引き渡し日時    月   日（   ） 

     時     分 
教 職 員 名

  

 

※太線内について記入をお願いします。緊急時の連絡先は１件でも構いませんが２件ある場合は記 入

をお願いします。 

 

 

引き取りがない生徒への配慮 

１ 生徒が引き取られるまで、安全な場所に集め、その場から離れないように座らせて落ち 

   着かせる。 

 ２ 必ず教職員が付き添い、生徒に安心感を与える。 

 ３ 家族等と連絡が取れない場合、引き取り者が来るまで学校で預かる。 

 ４ 生徒等には不安感を抱かせないように心のケアに努める。 

 ５ 電話や通信機器が回復すれば、保護者等の勤務先または緊急連絡先に連絡を取る。 

 

 

 

 

 

 

 


